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戸隠神社式年大祭に際して新調された「御鳳輦」
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一
日	

月
次
祭

	

九
～
十
日	

第
六
十
六
回
伊
勢
神
宮
新
穀
感
謝
祭

	

十
八
日	

理
事
支
部
長
合
同
会
議

 	

二
日	

月
次
祭

	

十
三
日	

正
副
庁
長
会

	

二
一
日	

東
海
五
県
神
社
庁
事
務
研
修
会

	
	

三
重
県
当
番

	

一
日	

月
次
祭

目

　
　
　
　次

目
次
・
日
誌
抄		



２

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　

神
社
庁
諸
行
事
の
現
状
に
つ
い
て		



３

献
幣
使
参
向
神
社
新
規
指
定
に
つ
い
て		



４

戸
隠
神
社
式
年
大
祭
斎
行		



７

事
務
所
備
付
書
類
の
提
出
に
つ
い
て		



10

神
社
本
庁
表
彰
・
寄
附
者
顕
彰		



13

新
任
神
職
の
横
顔
・
辞
令		



14

令
和
三
年
度
神
社
庁
歳
入
歳
出
予
算
書		



16

令
和
三
年
度
災
害
救
助
慰
藉
予
算
書

暑
中
見
舞
い		



17

（
令
和
二
年
十
二
月
〜
令
和
三
年
六
月
）

令
和
二
年
　
十
二
月

令
和
三
年
　
一
月

二
月

	

八
日	

正
副
庁
長
会

	

十
六
日	

理
事
会

	

二
六
日	

東
海
五
県
神
社
庁
庁
長
参
事
会

	
	

三
重
県
当
番

	

一
日	

月
次
祭

	

三
日	

神
宮
大
麻
暦
頒
修
奉
告
祭

	

五
日	

神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
祭　

於
神
宮

	
十
六
日	

総
代
会
定
例
代
議
員
会

	
十
九
日	

神
社
庁
長
会

	

二
四
日	

事
務
担
当
者
会

	

二
四
日	
第
九
十
八
回
神
社
庁
定
例
協
議
員
会

	

二
九
日	
神
政
連
長
野
県
本
部
代
議
員
会

	

一
日	

月
次
祭

	

二
日	

総
代
会
役
員
会

	

六
日	

提
出
書
類
未
提
出
神
社
対
策
委
員
会

	

六
日	

理
事
会

	

十
二
日	

�

教
化
部
調
査
委
員
会

	

十
三
日	

教
化
部
青
少
年
対
策
推
進
委
員
会

	

一
日	

月
次
祭

	

十
二
日	

東
海
五
県
神
社
庁
庁
長
参
事
会

	
	

愛
知
県
当
番

	

二
七
日	

神
社
本
庁
定
例
評
議
員
会

	
	

常
任
委
員
会

	

二
八
日	

神
社
庁
長
会

	

一
日	

月
次
祭

	

三
日	

教
化
部
祭
祀
委
員
会

	
	

正
副
委
員
長
会

二
二
～
二
三
日

	
	

神
社
庁
事
務
担
当
者
会

	
	

於
神
社
本
庁

	

二
四
日	

教
化
部
教
化
委
員
会　

於
深
志
神
社

	

二
九
日	

監
査
会

三
月

四
月

五
月

六
月
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昨
年
よ
り
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
社
会
へ
の
多
大
な
影
響
は
、
未

だ
収
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
神
社
に
お
い
て

も
同
様
で
す
。

　

長
野
県
神
社
庁
で
も
毎
年
恒
例
の
以
下
の

行
事
に
つ
い
て
は
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
前

年
に
続
き
や
む
無
く
開
催
中
止
、
ま
た
は
大

き
く
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
教
化
部
各
委
員
会
及
び
各
支
部
・

支
会
・
関
係
団
体
に
つ
い
て
も
同
様
に
会
議

や
行
事
ま
た
研
修
会
の
開
催
が
取
り
止
め
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て
も
感
染
状
況

に
よ
り
昨
年
同
様
に
神
殿
例
祭
・
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
奉
告
祭
・
第
七
十
六
回
連
合
大
会

等
に
つ
い
て
も
開
催
方
法
や
規
模
を
変
更
す

る
場
合
が
御
座
い
ま
す
。

　

各
行
事
と
も
開
催
方
法
等
の
詳
細
が
確
定

後
、
順
次
各
支
部
を
通
じ
て
ご
通
知
申
し
上

げ
ま
す
。

〇
規
模
を
縮
小
ま
た
は
延
期
し
て
開
催

　

第
六
十
六
回
伊
勢
神
宮
新
穀
感
謝
祭

　
　

※�

神
社
庁
役
員
を
中
心
に
二
十
名
で
実
施

　

神
宮
大
麻
暦
頒
修
奉
告
祭
（
於　

神
社
庁
）

　
　

※
祭
員
及
び
参
列
者
を
縮
小
し
て
斎
行

　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
祭
（
於　

神
宮
）

　
　

※
神
社
本
庁
役
員
の
み
参
列
に
て
斎
行

　

神
社
本
庁
定
例
評
議
員
会

　
　

※
常
任
委
員
会
に
代
え
て
開
催

　

神
社
本
庁
創
立
七
十
五
周
年
記
念
大
会

　
　

※
開
催
延
期
予
定
（
日
程
等
未
定
）

〇
開
催
を
中
止

　

神
宮
大
麻
頒
布
研
修
会�

（
十
二
月
）

　

総
代
会
支
会
長
会�

（
十
二
月
）

　

新
年
初
会
議�

（
一
月
）

　

教
化
部
合
同
委
員
会�

（
一
月
）

　

別
表
特
別
神
社
宮
司
会�

（
一
月
）

　

沖
縄
信
濃
の
塔
慰
霊
祭
奉
仕�

（
二
月
）

　

東
海
五
県
神
社
庁
教
化
神
政
連
合
同
会
議

�

（
二
月　

三
重
県
当
番
）

　

県
内
各
地
区
氏
子
総
代
研
修
会

�

（
二
～
三
月
）

　

神
宮
大
麻
暦
頒
布
春
季
推
進
会
議
（
三
月
）

　

子
供
参
宮
団�

（
三
月
）

　

神
職
総
会�

（
三
月
）

　

東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会

�

（
五
月　

愛
知
県
当
番
）

　

神
宮
評
議
員
会�

（
六
月
）

　

教
化
部
合
同
委
員
会�

（
六
月
）

　

靖
國
神
社
参
拝
旅
行�

（
八
月
）

　
　

※
八
月
予
定
で
し
た
が
開
催
中
止
を
決
定

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
神
社
庁
諸
行
事
の
現
状
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
神
社
庁
諸
行
事
の
現
状
に
つ
い
て
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長
野
県
神
社
庁
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
お
け
る
今
日
の
よ
う
な
困
難
な

時
に
こ
そ
、
一
日
も
早
い
平
安
を
祈
る
国
民

の
祈
り
を
直
接
御
祭
神
に
申
し
上
げ
る
べ

く
、
令
和
御
大
典
を
寿
ぐ
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
新
た
な
献
幣
使
参
向
神
社
及
び
幣
饌

料
供
進
神
社
を
募
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
宮
司
並
び
に
総
代
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
既
に
御
承
知
の
事
と
存
じ
ま
す
が
、

今
日
ま
で
の
神
社
祭
祀
の
歴
史
や
伝
統
を
踏

ま
え
、
献
幣
使
参
向
に
つ
い
て
ご
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

〇
本
庁
幣
と
は�

　

神
社
本
庁
包
括
下
の
神
社
に
は
、
毎
年
の

例
祭
に
際
し
て
、
先
の
規
程
に
よ
っ
て
神
社

本
庁
よ
り
全
国
神
社
の
総
意
に
基
づ
き
「
本

庁
幣
」
が
供
進
さ
れ
ま
す
。

　

御
神
前
に
神
饌
と
は
別
に
幣
帛
（
現
在
は

現
金
を
以
て
代
え
る
）
を
捧
げ
る
伝
統
は
古

く
約
一
一
〇
〇
年
前
の
平
安
時
代
中
期
に
制

定
さ
れ
た
『
延
喜
式
』
に
も
御
神
前
に
幣
帛

を
奉
る
神
社
の
一
覧
が
残
さ
れ
て
お
り
、
国

家
を
挙
げ
て
神
社
に
幣
帛
を
捧
げ
る
伝
統

は
、
今
日
は
神
社
本
庁
が
継
承
し
「
本
庁
幣
」

と
い
う
形
で
本
庁
・
神
社
庁
・
支
部
を
経
由

し
宮
司
の
責
任
に
て
御
神
前
に
供
進
す
る
事

と
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
神
社
例
祭
に
は
必
ず
「
本
庁
幣
」

を
御
神
前
に
お
供
え
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
庁
幣
供
進
に
つ
い
て
、
全
国
神
社
の
中

で
も
信
仰
が
篤
く
御
神
威
あ
ら
た
か
な
神
社

に
対
し
て
は
、
よ
り
丁
寧
で
厳
粛
な
形
に
て

「
本
庁
幣
」
を
捧
げ
御
加
護
を
祈
る
た
め
神

社
本
庁
か
ら
「
献
幣
使
」
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

〇
献
幣
使
と
は�

　

古
来
よ
り
朝
廷
や
国
家
に
て
制
度
が
整
え

ら
れ
「
奉
幣
使
」「
幣
帛
供
進
使
」
と
も
称
し
、

貴
族
や
県
知
事
や
市
町
村
長
等
の
公
職
者
が

参
向
し
、
国
家
・
国
民
を
代
表
し
て
御
神
前

に
額
ず
き
国
家
安
泰
の
祈
り
を
捧
げ
て
き
た

重
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
「
奉
幣
使
」
や
「
幣
帛
供
進
使
」

の
制
度
を
継
承
し
た
今
日
の
「
献
幣
使
」
に

は
上
記
規
程
の
六
条
に
よ
り
鎮
座
地
の
神
社

庁
長
（
又
は
庁
長
代
理
と
し
て
副
庁
長
・
理

事
）
が
参
向
し
て
い
ま
す
。

　

各
神
社
に
献
幣
使
と
し
て
参
向
す
る
者
も

過
去
の
制
度
と
同
じ
く
長
野
県
内
の
神
職
・

氏
子
は
も
と
よ
り
全
国
の
神
社
関
係
者
、
ひ

い
て
は
国
民
を
代
表
し
て
御
神
前
に
参
り
ま

す
の
で
、
前
日
よ
り
身
を
清
め
て
御
祭
神
に

対
し
国
家
の
安
寧
、
ま
た
御
当
地
の
繁
栄
を

献
幣
使
参
向
神
社
新
規
指
定
に
つ
い
て

�

～
本
庁
幣
供
進
と
献
幣
使
参
向
の
意
義
～

本
庁
幣
供
進
に
関
す
る
規
程

�

（
昭
和
三
十
三
年
七
月
一
日
施
行
）

第一条　

本
庁
は
、
全
国
神
社
の
総
意
に
基

づい
て
神
社
の
神
徳
を
顕
揚
し
、
斯
道
の
興

隆
を
祈
願
し
、
奉
賛
の
誠
を
捧
げ
る
趣
旨

で
、
神
社
の
例
祭
、
鎮
座
祭
、
本
殿
遷
座

祭
及
び
式
年
祭
に
本
庁
幣
を
供
進
す
る
。
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一
心
に
お
祈
り
す
る
役
割
は
何
ら
昔
と
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
地
域
の
崇
敬
が
篤
い
な
が
ら
も
社

殿
の
規
模
な
ど
事
情
に
よ
り
献
幣
使
の
参
向

が
難
し
い
神
社
に
対
し
て
は
、
神
社
本
庁
供

進
の
「
本
庁
幣
」
に
加
え
、
長
野
県
神
社
庁

独
自
の
「
幣
饌
料
供
進
神
社
」
制
度
に
て
「
幣

饌
料
」
を
供
進
し
、
献
幣
使
参
向
に
準
じ
た

形
と
し
て
、
よ
り
強
く
長
野
県
民
崇
敬
の
真

心
を
捧
げ
る
制
度
も
整
え
て
い
ま
す
。

　
「
本
庁
幣
」「
幣
饌
料
」
は
国
民
や
県
民
の

敬
神
の
真
心
が
込
め
ら
れ
た
非
常
に
大
切
な

も
の
で
神
社
本
庁
及
び
神
社
庁
で
も
幾
重
に

も
祓
い
を
重
ね
た
清
浄
な
も
の
で
す
。

　

献
幣
使
が
参
向
し
な
い
神
社
で
も
「
本
庁

幣
」
や
「
幣
饌
料
」
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
特
に
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇
献
幣
使
の
役
割�

　
「
国
家
の
宗
祀
」
と
定
義
さ
れ
て
い
た
戦

前
期
に
お
い
て
は
、
祭
祀
の
主
催
者
は
神
社

で
は
な
く
国
家
で
あ
り
、
御
神
前
に
捧
げ
る

「
幣
帛
料
」
も
皇
室
又
は
国
家
よ
り
支
出
さ

れ
、
そ
れ
を
持
参
し
ま
す
「
幣
帛
供
進
使
」

を
以
て
祭
祀
の
主
催
者
と
し
て
、
宮
司
よ
り

も
上
位
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
日
の
「
献
幣
使
」
は
、
制
度
上
で
は
国

家
と
何
ら
関
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

役
割
は
過
去
の
制
度
と
同
じ
く
国
民
を
代
表

す
る
然
る
べ
き
者
が
直
に
御
祭
神
に
対
し
公

の
祈
り
を
捧
げ
る
性
格
は
、
我
が
国
の
歴
史

上
一
貫
し
て
現
在
ま
で
護
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
の
歴
史
か
ら
も
国
家
を
挙
げ
て

非
常
に
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
献
幣
使
参
向
の

伝
統
は
、
次
代
へ
継
承
す
る
義
務
を
負
う
神

職
や
総
代
の
立
場
に
あ
る
我
々
が
誰
よ
り
も

率
先
し
て
護
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〇
献
幣
使
参
向
時
の
例
祭
行
事�

　

献
幣
使
参
向
神
社
で
は
宮
司
以
下
職
員
に

加
え
「
献
幣
使
」
一
名
と
「
随
員
」
一
名
も

一
緒
に
祭
典
奉
仕
を
し
ま
す
。

　

献
幣
使
が
持
参
し
ま
す
「
本
庁
幣
」
は
国

民
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
大
変
重
要
な
も
の

で
あ
り
、
祭
典
で
も
そ
の
扱
い
は
最
も
丁
重

な
も
の
と
な
り
ま
す
。　

　
「
本
庁
幣
」
は
、
大
角
（
だ
い
か
く
）
に

載
せ
て
参
進
の
際
は
唐
櫃
（
か
ら
ひ
つ
）
に

納
め
て
社
務
所
又
は
斎
館
よ
り
献
幣
使
と
共

に
社
殿
へ
参
進
し
ま
す
。

①唐櫃にて参進する「本庁幣」 大角に載せ唐櫃に納めた「本庁幣」
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社
殿
に
到
着
し
ま
し
た
「
本
庁
幣
」
は
宮

司
祝
詞
奏
上
の
後
、
献
幣
使
に
随
行
し
ま
す

「
随
員
」
よ
り
神
社
の
権
宮
司
又
は
祢
宜
な

ど
、
宮
司
に
次
ぐ
立
場
の
神
職
に
伝
達
し
て

御
神
前
に
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
献
幣
使
が
御
神
前
に
て
国
家
国

民
を
代
表
し
て
国
家
安
泰
の
祭
詞
を
奏
上

し
、
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

て
神
社
も
大
変
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
長
い
日
本
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
先
人
達
は
今
日
の
よ
う
な
先
の
見
え
な

い
日
々
の
中
で
も
神
々
へ
一
心
に
祈
り
を
捧

げ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
神
社
祭
祀
の

歴
史
と
伝
統
を
顧
み
ま
し
て
も
、
例
祭
で
は

献
幣
使
が
参
向
し
て
御
奉
仕
す
る
姿
こ
そ
が

御
祭
神
に
対
し
て
最
も
丁
重
で
あ
り
、
ま
た

祭
典
が
よ
り
一
層
厳
粛
な
も
の
と
な
り
御
神

徳
の
顕
揚
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
神
社
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
先
人

達
が
懸
命
に
護
持
継
承
さ
れ
て
き
た
神
社
祭

祀
の
歴
史
や
意
義
を
御
理
解
頂
き
ま
し
て
献

幣
使
参
向
に
つ
い
て
何
卒
、
前
向
き
な
ご
検

討
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

②「随員」より伝達される「本庁幣」

④｢献幣使｣玉串拝礼 ③｢献幣使｣祭詞奏上
　この間は宮司以下神職と参列者全員が平伏する

　

写
真
提
供

　
　

①
③
戸
隠
神
社�

（
長
野
市
戸
隠
鎮
座
）

　
　

②
④
大
宮
熱
田
神
社�

（
松
本
市
梓
川
鎮
座
）
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古
来
、
戸
隠
神
社
式
年
大
祭
は
数
え
七
年

に
一
度
、
丑
年
と
未
年
に
行
わ
れ
ま
す
。
毎

回
、
善
光
寺
御
開
帳
と
時
を
重
ね
、
北
信
濃

の
春
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
て
来
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
は
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞

わ
れ
、
様
々
な
催
事
が
中
止
や
延
期
に
追
い

込
ま
れ
る
中
、
善
光
寺
御
開
帳
も
一
年
延
期

と
な
り
、
式
年
大
祭
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
戸
隠
神
社
責
任
役
員
は

じ
め
、
一
山
関
係
者
で
の
検
討
の
結
果
、
式

年
の
意
義
に
則
り
、
平
成
末
期
か
ら
令
和
に

か
け
て
災
害
な
ど
立
て
続
く
中
、
特
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
鎮
静
を
祈
願

す
る
意
味
を
込
め
て
、
大
祭
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
を
「
清
明
（
さ
や
け
）
～
令
和
の
岩
戸
開

き
～
」
と
定
め
、
予
定
通
り
斎
行
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

清
明
（
さ
や
け
）
と
は
、
天
の
岩
戸
開
き

の
神
話
を
記
し
た
文
献
に
見
え
、
岩
戸
が
開

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
字
通
り
清
ら
か
な
明

る
い
清
々
し
い
世
界
が
戻
っ
た
こ
と
を
喜
ぶ

言
葉
で
す
。
長
野
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
戸
隠
神
社
太
々
神
楽
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
「
岩
戸
開
き
の
舞
」
に
も
出
て

き
ま
す
。
宮
司
に
よ
る
大
祭
の
主
だ
っ
た
祝

詞
に
は
そ
の
祈
願
が
込
め
ら
れ
、
大
祭
期
間

中
、
中
社
・
宝
光
社
で
連
日
行
わ
れ
る
特
別

朝
拝
に
於
い
て
も
、
そ
の
鎮
静
を
参
列
者

共
々
大
神
様
に
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

式
年
大
祭
の
本
義
は
、式
年
の
年
に
中
社・

宝
光
社
の
神
々
が
本
社
で
あ
る
奥
社
に
お
渡

り
に
な
り
、
そ
の
間
の
諸
事
ご
報
告
を
な
さ

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

五
月
九
日
「
渡
御
の
儀
」
は
、
宝
光
社
の

天
表
春
命
（
あ
め
の
う
わ
は
る
の
み
こ
と
）

が
、
此
度
新
調
し
た
御
鳳
輦
（
ご
ほ
う
れ
ん
）

に
お
乗
り
に
な
り
、
約
三
キ
ロ
の
道
の
り
を

通
常
で
す
と
五
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
行
列
を

仕
立
て
て
中
社
に
お
渡
り
に
な
ら
れ
ま
す

（
今
回
は
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
規
模
縮
小

に
よ
り
約
二
百
メ
ー
ト
ル
の
行
列
）。

　

期
間
中
程
の
五
月
十
五
日
に
は
、本
社
（
奥

社
）・
九
頭
龍
社
の
祈
年
祭
と
併
せ
、「
奥
社

5月9日　渡御の儀
中社境内に御鳳輦が参入

「
清
明（
さ
や
け
）

　〜
令
和
の
岩
戸
開
き
〜
」

令
和
三
年
四
月
二
十
五
日
〜
五
月
二
十
五
日

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

令
和
三
年
戸
隠
神
社
式
年
大
祭

天の岩戸開き

神　　　　　州 （133号）令和３年８月１日（7）



奉
告
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
此

度
新
調
さ
れ
た
奥
社
神
輿
に
、
中
社
の
天
八

意
思
兼
命
（
あ
め
の
や
ご
こ
ろ
お
も
い
か
ね

の
み
こ
と
）
と
、
中
社
に
御
同
座
の
天
表
春

命
を
お
遷
し
し
、
雅
楽
の
道
楽
と
共
に
行
列

を
仕
立
て
て
奥
社
ま
で
登
り
ま
す
。
暫
し
御

同
座
の
後
、
同
じ
く
行
列
で
中
社
へ
お
戻
り

に
な
ら
れ
る
、
一
日
掛
り
の
お
祭
り
で
す
。

　

五
月
二
十
三
日
、
中
社
に
御
同
座
の
天
表

春
命
が
宝
光
社
へ
お
帰
り
に
な
ら
れ
る
「
還

御
の
儀
」
に
於
い
て
は
、
渡
御
同
様
に
規
模

を
縮
小
し
な
が
ら
も
賑
々
し
く
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

四
月
二
十
五
日
「
式
年
大
祭
執
行
奉
告
祭

並
び
に
離
山
仏
着
山
式
」
か
ら
始
ま
り
、
五

月
二
十
五
日
「
式
年
大
祭
終
了
奉
告
祭
並
び

に
帰
山
仏
離
山
式
」
で
終
了
す
る
ま
で
、
宝

光
社
社
殿
内
に
於
い
て
は
、
御
神
座
回
廊
特

別
参
拝
・
御
印
文
拝
戴
・
離
山
仏
里
帰
り
拝

観
な
ど
、
本
来
の
戸
隠
信
仰
に
触
れ
て
頂
け

る
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
社
社
殿
に
於
い
て
は
、
式
年
大
祭
特
別

祈
祷
・
太
々
神
楽
奉
納
が
連
日
行
わ
れ
、
中

社
・
宝
光
社
二
社
で
は
、
毎
朝
の
御
日
供
祭

に
一
般
の
方
々
に
御
参
列
頂
け
る
式
年
大
祭

特
別
朝
拝
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
企
画

は
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
マ
ス
ク
着
用
・

手
指
消
毒
・
検
温
・
人
数
制
限
等
を
設
け
粛
々

と
行
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
通
常
で
す
と
連
日
社
頭
を
賑
わ
す

神
賑
行
事
が
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
今
回
は

最
小
限
度
に
抑
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

式
年
大
祭
前
年
祭
に
於
い
て
は
、
記
念
事

業
兼
御
大
典
記
念
と
し
て
八
十
四
年
ぶ
り
に

中
社
大
鳥
居
の
建
て
替
え
が
な
さ
れ
、
昨
年

十
一
月
一
日
に
竣
功
し
ま
し
た
。
昨
年
七
月

か
ら
は
、
戸
隠
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
「
式
年
大
祭
パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
、徐
々

に
大
祭
の
気
運
を
促
し
ま
し
た
。

５月15日　奥社奉告祭

５月23日　還御の儀

５月25日　式年大祭執行奉告祭
並びに帰山仏離山式
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ま
た
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
「
清
明
（
さ
や

け
）」
と
い
う
曲
を
、
世
界
的
シ
ン
セ
サ
イ

ザ
ー
奏
者
で
あ
る
喜
多
郎
さ
ん
に
作
曲
を
依

頼
し
、
今
年
四
月
四
日
（
二
十
四
節
気
「
清

明
（
せ
い
め
い
）」
の
日
）
に
、
中
社
社
殿

に
於
い
て
ご
奉
納
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の

曲
は
今
後
、
戸
隠
の
イ
メ
ー
ジ
曲
と
し
て
大

切
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
尚
、
Ｃ
Ｄ
盤
は

戸
隠
神
社
授
与
所
・
戸
隠
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
に
て
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
式
年
大
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
の
真
っ
た
だ
中
で
行
う
に
あ

た
り
、
感
染
防
止
策
を
十
分
に
施
し
、
規
模

縮
小
な
が
ら
も
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
様
々
な
お
立
場
の
大
勢
の
方
々
に
ご

協
力
賜
り
、
古
式
に
則
り
変
わ
る
こ
と
な
く

斎
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
内
外
に
広
く
広
報
で
き
な
い
な
が
ら

も
、
予
想
以
上
の
賑
わ
い
を
以
て
無
事
終
了

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
神
様
の
ご
加
護
に

よ
る
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

清
明
（
さ
や
け
）
の
祈
り
が
神
々
の
下
に

届
き
、
一
日
も
早
く
穏
や
か
な
令
和
の
御
代

が
訪
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
し
た
式

年
大
祭
で
し
た
。

【
主
な
感
染
対
策
】

※�
御
祭
神
の
威
厳
を
保
て
る
範
囲
内
に
於
い

て
検
討
し
実
施

〇
渡
御
・
還
御
に
於
け
る
対
策

　

・�

神
幸
行
列
で
の
密
を
避
け
る
為
、
約
三

キ
ロ
中
二
キ
ロ
程
は
鳳
輦
を
担
が
ず
ト

ラ
ッ
ク
で
移
動
す
る

　

・�

稚
児
行
列
は
行
わ
ず
、
着
装
後
の
写
真

撮
影
の
み

　

・�

地
区
内
獅
子
神
楽
連
は
、
抱
き
獅
子
で

人
数
を
制
限
し
幟
の
み
出
す
、
ま
た
神

楽
奉
納
は
宝
光
社
組
と
中
社
組
に
限

定
。

　

・�

行
列
参
加
の
来
賓
・
奉
賛
員
の
人
数
制

限
及
び
社
殿
内
で
の
距
離
の
確
保

　

・�

奉
仕
者
及
び
来
賓
全
員
マ
ス
ク
を
着
用

　

・�

二
週
間
前
よ
り
参
加
者
の
体
調
調
査
票

の
記
入
を
義
務
と
す
る　
　

等

〇
期
間
全
般
に
於
け
る
対
策

　

・�

社
殿
内
で
の
密
集
防
止
の
た
め
、
特
別

朝
拝
・
特
別
祈
祷
・
太
々
神
楽
拝
観
・

宝
光
社
御
神
座
回
廊
参
拝
等
の
一
回
毎

の
拝
観
人
数
を
制
限

　

・�

マ
ス
ク
の
着
用　

手
指
消
毒　

検
温
・

体
調
確
認
を
必
須
と
す
る

　

・�

神
柱
参
拝
・
御
印
文
拝
戴
時
等
、
参
拝

者
が
直
接
触
れ
る
こ
と
を
避
け
る
為
、

大
権
現
守
護
札
を
介
し
て
行
う

　

・�

直
接
触
れ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
は
逐

次
消
毒
を
行
う

　

・�

広
報
に
於
い
て
は
、
感
染
対
策
の
依
頼

を
表
記
し
、
積
極
的
な
勧
誘
に
繋
が
る

表
現
は
避
け
る　
　

等

４月４日　中社社殿での奉納演奏
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宗
教
法
人
法

（
財
産
目
録
等
の
作
成
、備
付
け
、閲
覧
及
び
提
出
）

第
二
十
五
条

　

宗
教
法
人
は
、
そ
の
設
立
（
合
併
に
因
る
設

立
を
含
む
。）
の
時
に
財
産
目
録
を
、
毎
会
計
年

度
終
了
後
三
月
以
内
に
財
産
目
録
及
び
収
支
計

算
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２�　

宗
教
法
人
の
事
務
所
に
は
、
常
に
次
に
掲

げ
る
書
類
及
び
帳
簿
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

一　

規
則
及
び
認
証
書

　

二　

役
員
名
簿

　

三　

�
財
産
目
録
及
び
収
支
計
算
書
並
び
に
貸

借
対
照
表
を
作
成
し
て
い
る
場
合
に
は

貸
借
対
照
表

　

四　

�

境
内
建
物
（
財
産
目
録
に
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
を
除
く
。）
に
関
す
る
書
類

　

五　

�

責
任
役
員
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
機
関
の

議
事
に
関
す
る
書
類
及
び
事
務
処
理
簿

　

六　

�

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
を
行
う
場

合
に
は
、
そ
の
事
業
に
関
す
る
書
類

３�　

宗
教
法
人
は
、
信
者
そ
の
他
の
利
害
関
係

人
で
あ
つ
て
前
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
宗
教

法
人
の
事
務
所
に
備
え
ら
れ
た
同
項
各
号
に

掲
げ
る
書
類
又
は
帳
簿
を
閲
覧
す
る
こ
と
に

つ
い
て
正
当
な
利
益
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の

閲
覧
の
請
求
が
不
当
な
目
的
に
よ
る
も
の
で

な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
か
ら
請
求
が
あ
つ
た

と
き
は
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

４�　

宗
教
法
人
は
、
毎
会
計
年
度
終
了
後
四
月

以
内
に
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
宗
教

法
人
の
事
務
所
に
備
え
ら
れ
た
同
項
第
二
号

か
ら
第
四
号
ま
で
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
書

類
の
写
し
を
所
轄
庁
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

５�　

所
轄
庁
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ

れ
た
書
類
を
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
は
、

宗
教
法
人
の
宗
教
上
の
特
性
及
び
慣
習
を
尊

重
し
、
信
教
の
自
由
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
務
所
備
付
書
類
の
作
成
と
提
出
に
つ
い
て

�

～
神
社
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
責
任
～

　

我
が
国
で
は
「
宗
教
法
人
」
と
し
て
登
記

さ
れ
た
団
体
に
対
し
て
は
「
事
務
所
備
付
書

類
」
の
作
成
及
び
所
轄
庁
へ
の
提
出
が
法
律

に
よ
り
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
は
企
業
を
始
め
と
す
る
「
法
人
」
の

法
令
遵
守
や
社
会
的
責
任
へ
の
社
会
の
目
は

厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
所
轄
庁
も
そ
れ
に
応

じ
て
対
応
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

宗
教
法
人
は
こ
の
よ
う
な
様
々
な
「
法
人
」

の
中
で
も
特
に
「
公
共
の
福
祉
」
の
み
を
目

的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
率
先
し
て
以
下

の
法
律
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

長
野
県
神
社
庁
で
も
、
こ
の
よ
う
な
近
年

の
社
会
状
況
を
踏
ま
え
本
年
の
重
点
施
策
の

一
つ
と
し
て
「
事
務
所
備
付
書
類
」
に
関
し

て
提
出
の
徹
底
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
、
趣
旨
ご
賢
察
の
上
、
皆
様
の
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（133号）神　　　　　州令和３年８月１日（10）



　

上
記
は
、
神
社
を
始
め
と
す
る
我
が
国
で

宗
教
法
人
と
し
て
登
記
さ
れ
た
全
て
の
法
人

に
義
務
と
し
て
課
さ
れ
た
法
律
で
す
。

　

皆
様
の
神
社
で
も
、
こ
の
法
律
に
則
り
毎

年
定
め
ら
れ
た
書
類
を
宮
司
が
作
成
し
支

部
・
県
神
社
庁
を
経
由
し
所
轄
庁
（
長
野
県

庁
）
へ
提
出
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

宮
司
は
祭
典
奉
仕
だ
け
で
な
く
、
法
律
に

よ
り
様
々
な
書
類
の
作
成
や
提
出
も
課
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
履
行
責
任
は
宮
司
一
人
の
み

な
ら
ず
神
社
の
役
員
全
員
に
及
び
ま
す
。

　

何
故
こ
れ
ら
書
類
を
作
成
し
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
改
め
て
そ
の
経
緯
を

御
理
解
頂
き
、
未
提
出
の
神
社
に
お
か
れ
ま

し
て
は
宮
司
と
協
力
し
て
作
成
や
提
出
に
お

取
り
組
み
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
書
類
提
出
義
務
化
の
理
由

　

我
が
国
に
於
い
て
は
憲
法
に
て
信
教
の
自

由
が
保
証
さ
れ
て
お
り
、
宗
教
活
動
を
行
う

事
に
対
し
て
何
人
も
制
限
を
加
え
る
事
は
出

来
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
宗
教
活
動
に
使
用
す
る
土
地
（
境

内
地
）
や
建
物
（
社
殿
・
社
務
所
等
）
に
は

固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
但
し
山
林
や
宅
地
な
ど
「
境
内
地
」
以
外

の
不
動
産
や
駐
車
場
貸
付
な
ど
の
収
益
事
業

に
は
他
の
法
人
同
様
に
課
税
さ
れ
ま
す
）

　

宗
教
法
人
た
る
神
社
が
行
う
諸
活
動
は
全

て
神
社
規
則
に
記
さ
れ
る
目
的
の
通
り
「
祭

祀
を
行
い
御
祭
神
の
御
神
徳
を
広
め
崇
敬
者

を
教
化
育
成
し
、
社
会
の
福
祉
に
寄
与
す
る
」

為
だ
け
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
非
課
税
と

い
う
待
遇
は
他
の
会
社
法
人
等
か
ら
見
る
と

非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
受
け
取
ら

れ
、
他
の
法
人
同
様
に
一
律
課
税
す
べ
き
と

の
意
見
は
常
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
優
遇
処
置
を
得
る
為
、
実
態

の
無
い
宗
教
法
人
の
乱
立
や
、
不
活
動
状
態
の

宗
教
法
人
の
不
法
売
買
、
法
人
規
則
に
定
め

ら
れ
た
本
来
の
宗
教
活
動
を
放
棄
し
詐
欺
的

な
物
品
を
授
与
品
と
称
し
て
高
額
喜
捨
の
強

制
、
専
ら
宗
教
活
動
に
資
す
べ
き
非
課
税
の

「
境
内
地
」
を
他
者
に
貸
し
付
け
不
当
な
利
益

を
得
る
な
ど
、
宗
教
活
動
と
称
し
反
社
会
的

な
活
動
を
す
る
団
体
や
事
件
が
報
道
さ
れ
る

た
び
に
宗
教
法
人
全
体
に
対
し
不
信
感
を
抱

か
れ
て
い
ま
す
事
は
御
承
知
の
通
り
で
す
。

　

そ
の
極
致
が
平
成
七
年
に
発
生
し
た
地
下

鉄
サ
リ
ン
事
件
を
始
め
と
す
る
某
団
体
に
よ

る
重
大
事
件
で
あ
り
、
反
社
会
的
な
教
義
や
、

認
証
さ
れ
た
規
則
と
か
け
離
れ
た
活
動
を
行

う
宗
教
法
人
が
野
放
し
で
存
在
す
る
現
状
に
、

所
轄
庁
で
も
宗
教
法
人
の
実
態
把
握
の
徹
底

を
要
望
す
る
国
民
の
声
に
応
え
て
、
同
年
に

法
律
が
罰
則
規
定
を
含
め
改
正
さ
れ
、
毎
年

度
の
作
成
と
提
出
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
記
の
法
律
に
定
め
た
備
付
書
類
の
作
成

及
び
常
時
閲
覧
可
能
な
状
態
保
持
を
義
務
付

け
、
更
に
そ
の
内
の
定
め
ら
れ
た
書
類
の
写

し
を
毎
年
提
出
さ
せ
る
事
で
所
轄
庁
（
都
道

府
県
庁
）
で
は
活
動
実
態
を
継
続
的
に
確
認

し
て
い
ま
す
。
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こ
れ
ら
を
怠
る
と
前
述
の
よ
う
な
規
則
と

乖
離
し
た
運
営
が
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
の
不
要
な
疑
惑
を
持
た
れ
、
結
果
と
し

て
適
正
に
運
営
し
て
い
る
全
国
の
宗
教
法
人

全
体
へ
も
社
会
か
ら
一
層
不
信
感
を
向
け
ら

れ
る
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

平
た
く
言
え
ば
一
神
社
の
怠
慢
で
神
社
界

全
体
が
迷
惑
を
被
る
と
い
う
事
で
す
。

　

備
え
付
け
や
提
出
な
ど
法
律
履
行
の
責
任

は
「
役
員
名
簿
」
に
記
載
さ
れ
ま
す
宮
司
以

下
役
員
全
員
に
も
波
及
す
る
内
容
と
な
り
ま

す
の
で
作
成
と
提
出
に
つ
い
て
毎
年
度
確
実

に
行
わ
れ
て
い
る
か
役
員
の
皆
様
も
常
に
気

に
掛
け
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
作
成
・
提
出
に
つ
い
て

　

所
轄
庁
に
提
出
す
る
書
類
は
、
先
の
宗
教

法
人
法
に
て
定
め
ら
れ
た
宮
司
以
下
責
任
役

員
全
員
の
氏
名
住
所
が
記
載
さ
れ
た
「
役
員

名
簿
」
及
び
会
計
年
度
末
時
点
で
神
社
が
保

有
し
て
い
る
土
地・建
物
等
を
記
載
し
た
「
財

産
目
録
」
及
び
「
収
支
計
算
書
」（
収
支
計

算
書
は
作
成
し
て
い
れ
ば
提
出
義
務
が
あ
り

ま
す
）
の
写
し
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
原
本

は
神
社
に
て
保
管
し
て
お
く
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
書
類
作
成
は
、
代
表
役
員
た
る
宮

司
の
責
任
に
て
作
成
す
る
事
と
な
り
、
書
類
様

式
も
本
庁
包
括
神
社
で
は
全
国
統
一
の
様
式
が

あ
り
ま
す
の
で
宮
司
に
御
確
認
下
さ
い
。

　

本
書
類
を
毎
年
作
成
す
る
事
に
よ
り
、
所

轄
庁
は
勿
論
、
神
社
側
に
お
い
て
も
現
状
を

客
観
的
に
確
認
す
る
事
が
出
来
ま
す
の
で
、

毎
年
欠
か
さ
ず
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
方
法
も
長
野
県
神
社
庁
で
は
、
本
年

よ
り
提
出
の
ル
ー
ル
を
全
支
部
合
意
の
下
に

改
め
て
統
一
を
図
り
、
全
て
の
神
社
は
所
属

支
部
を
通
じ
て
神
社
庁
に
提
出
し
、
神
社
庁

か
ら
提
出
状
況
を
確
認
し
た
後
に
一
括
し
て

長
野
県
庁
へ
提
出
す
る
事
と
決
ま
り
ま
し

た
。

　

支
部
及
び
神
社
庁
で
も
各
法
人
が
適
正
に

運
営
さ
れ
て
い
る
か
把
握
す
る
と
共
に
、
未

提
出
の
神
社
に
対
し
て
は
書
類
作
成
等
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
直
接
県
庁
へ
提
出
す
る
な
ど

原
則
を
無
視
し
た
神
社
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
今
後
は
必
ず
支
部
へ
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

最
後
に
改
め
て
、
所
轄
庁
へ
の
備
付
書
類

の
提
出
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
よ
り
例
外
な

く
我
が
国
の
全
て
の
宗
教
法
人
に
平
等
に
課

さ
れ
た
義
務
で
す
。

　

そ
の
履
行
責
任
も
「
役
員
名
簿
」
に
記
載

さ
れ
た
役
員
全
員
に
及
び
ま
す
の
で
宮
司
と

連
携
を
緊
密
に
し
て
適
正
な
神
社
運
営
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

作
成
及
び
提
出
に
つ
い
て
は
ご
不
明
な
点

あ
れ
ば
支
部
事
務
局
又
は
神
社
庁
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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奉
仕
神
社
の
施
設
経
営
に
尽
力
し
た
功
労

者
、
敬
神
の
念
が
篤
く
多
年
神
社
の
経
営
に

協
力
し
た
功
労
者
と
し
て
、
本
年
は
以
下
の

六
名
を
含
め
た
全
国
の
神
職
・
役
員
・
総
代

等
二
五
七
名
が
表
彰
規
程
に
基
づ
き
表
彰
の

栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
本
年
は
神
社
本
庁
設
立
七
十
五
周

年
を
記
念
し
、
以
下
の
方
々
に
対
し
て
も
永

年
の
神
明
奉
仕
へ
の
御
功
績
に
対
し
記
念
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

尚
、
五
月
二
十
六
日
に
開
催
予
定
で
あ
っ

た
表
彰
式
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮
し
て

開
催
が
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

神
社
本
庁
表
彰
式
　
功
労
者
を
顕
彰

寄
附
者
顕
彰�

令
和
二
年
十
二
月
～

〇
令
和
二
年
度
功
績
表
彰

　
表
彰
規
程
第
二
条
第
二
号
　
表
彰
状

　
　

小
野
神
社
宮
司�

宇
治
橋　

淳

　
表
彰
規
程
第
三
条
第
二
号
　
表
彰
状

　
　

八
幡
社
宮
司�

大
塚　

利
彦

　
　

長
沼
神
社
宮
司�

長
沼　

忠
行

　
　

諏
訪
神
社
宮
司�

久
山　

勝
彦

　
表
彰
規
程
第
三
条
第
三
号
　
表
彰
状

　
　

諏
訪
大
社
大
総
代�

笠
原　
　

透

　
　

深
志
神
社
役
員�

飯
島　

和
彦

〇
神
社
本
庁
設
立
七
十
五
周
年
記
念
表
彰

　�

十
年
以
上
勤
続
の
本
庁
役
員
、
評
議
員
、
職
員

及
び
神
社
庁
の
役
職
員

　
　

長
野
県
神
社
庁
庁
長�

宇
治
橋　

淳

　
　

長
野
県
神
社
庁
録
事�

小
穴　

真
希

　
　

長
野
県
神
社
庁
録
事�

山
岸　

孝
爾

　
　

長
野
県
神
社
庁
録
事�

櫻
井　

龍
一

　
五
十
年
以
上
勤
続
の
神
職

　
　

御
射
山
三
社
宮
司�

唐
沢　

克
忠

　
　

諏
訪
神
社
宮
司�

島
田　

悦
子

　
　

鹽
竈
神
社
宮
司�

大
澤　

明
三

　
　

長
野
縣
護
國
神
社
宮
司�

奥
谷　

一
文

　
　

阿
禮
神
社
宮
司�

塩
川　

秀
實

　
　

神
明
宮
宮
司�

永
持
は
な
子

　
　

日
吉
神
社
宮
司�

小
平　

弘
起

　
　

芋
川
神
社
宮
司�
近
藤　

邦
彦

　
　

中
牧
神
社
宮
司�
小
口　

公
倫

　
　

天
満
宮
宮
司�

大
澤　

奉
紀

　
　

柴
神
社
宮
司�

瀧
澤
け
い
子

　
教
化
又
は
神
社
の
興
隆
に
功
労
あ
る
者

　
　

御
嶽
神
社
宮
司�

滝　
　

和
人

　
　

熊
野
出
速
雄
神
社
宮
司　
　
　

   

武

�

美
登

　
　

和
泉
神
社
宮
司�

遠
藤　

久
芳

　
　

大
平
神
社
宮
司�

熊
谷　

睦
男

　
　

八
劔
神
社
宮
司�

宮
坂　
　

清

　
　

大
宮
熱
田
神
社
宮
司�

山
田　

充
春

　
　

武
水
別
神
社
宮
司�

堀
内　

潔
人

　
　

佐
良
志
奈
神
社
宮
司�

豊
城　

憲
和

　
　

教
誨
師�

宮
坂　

信
葊

　
神
社
の
総
代
又
は
責
任
役
員
に
し
て
功
労
顕
著
な
者

　
　

加
保
戸
神
社
役
員�

宮
澤　

邦󠄈
彦

　
　

大
御
食
神
社
顧
問�

赤
須　

弘
侑

　
　

鼻
顔
稲
荷
神
社
役
員�

水
澤　

健
治

　
　

健
御
名
方
富
命
彦
神
別
神
社
役
員�

伊
倉　

順
治

　
　

若
一
王
子
神
社
役
員�

山
本　

勝
洋

　
　

諏
訪
大
社
大
総
代�

笠
原　
　

透

　
　

穗
髙
神
社
名
誉
総
代�

小
河　

深
美

　
神
宮
大
麻
頒
布
功
労
者

　
　

諏
訪
神
社
宮
司�

佐
々
木
宗
昭

　
　

子
檀
嶺
神
社
宮
司�

清
住　

宗
廣

　
　

四
柱
神
社
宮
司�

宮
坂　

信
葊󠄅

　
　

湯
福
神
社
宮
司�

齋
藤　

安
彦

　
　

小
井
川
賀
茂
神
社
宮
司�

有
賀　

寬
典

　
　

宇
賀
神
社
宮
司�

宮
川　

滋
彦

　
　

八
王
子
神
社
宮
司�

平
林　

秀
文

　
　

若
一
王
子
神
社
権
祢
宜�

室
川　
　

東

神
社
本
庁
統
理
感
謝
状�

三
百
万
円
以
上
寄
附

支
部
名

神
社
名

鎮
座
地

氏　
　
　

名

上
小
支
部

横
尾
神
社

上
田
市
渋
澤
富
治

長
野
県
神
社
庁
長
感
謝
状�

三
十
五
万
円
以
上
寄
附

支
部
名

神
社
名

鎮
座
地

氏　
　
　

名

飯
伊
支
部

矢
高
諏
訪
神
社
飯
田
市
有
限
会
社 

牧
野
工
業

代
表
取
締
役　

牧
野
一
成

松
塩
筑
支
部
建
部
社

塩
尻
市
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
㈱

広
丘
事
業
所

松
塩
筑
支
部
槻
井
泉
神
社

塩
尻
市
㈱
丸
谷
建
設
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こ
の
度
、
王
滝
口
御
嶽
神
社
の
権
祢
宜
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
神
社
は
、
自
然
豊
か
で
夏
に
は
登
山
、

冬
に
は
ス
キ
ー
と
娯
楽
性
に
富
む
御
嶽
山
を

御
神
体
と
し
て
祀
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は

平
成
二
十
六
年
の
噴
火
や
昨
今
の
疫
病
の
流

行
に
よ
り
、
参
拝
者
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
古
来
よ
り
続
く
祭
祀
を
最
重
視

し
な
が
ら
も
、
今
の
時
勢
に
適
合
す
る
、
皆

様
の
た
め
の
神
社
、
神
職
を
目
指
し
て
先
輩

方
の
御
指
導
も
頂
き
な
が
ら
日
々
精
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
東
京
の
神
社
に
て
五
年

奉
職
し
、
去
年
四
月
よ
り
御
嶽
神
社
に
異
動

し
、
本
年
六
月
に
御
嶽
神
社
権
祢
宜
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。

　

御
嶽
山
は
東
京
の
神
社
と
は
異
な
る
信
仰

の
た
め
、
日
々
勉
強
で
あ
り
ま
す
。
経
験
を

活
か
し
つ
つ
、
地
域
の
た
め
、
神
様
の
た
め

と
い
う
初
心
を
忘
れ
ず
、
御
奉
仕
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
一
杯
の

努
力
を
い
た
し
ま
す
の
で
県
内
神
職
の
皆
様

よ
り
ご
指
導
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平ひ
ら
や
ま山

　
甲こ
う
の
す
け

之
介

�

二
十
八
歳

御
嶽
神
社
　
権
祢
宜

木
曽
支
部

新
任
神
職
の
横
顔

新
し
く
任
命
さ
れ
た
神
職
を
紹
介
し
ま
す

新
し
く
任
命
さ
れ
た
神
職
を
紹
介
し
ま
す

横よ
こ
ご
し越

　
則の
り
ひ
さ久

�

二
十
五
歳

諏
訪
大
社
　
権
祢
宜

諏
訪
支
部

　

こ
の
度
、
諏
訪
大
社
権
祢
宜
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。

　

神
職
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
氏
子
の

方
々
を
始
め
、
様
々
な
方
々
か
ら
の
見
ら
れ

方
を
よ
り
一
層
気
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
神
明
奉
仕
に
励

む
の
は
勿
論
の
事
、
私
生
活
も
振
り
返
り
正

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

滝た
き

　
智と
も
し
げ重

�

三
十
四
歳

御
嶽
神
社
　
権
祢
宜

木
曽
支
部
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穗ほ
た
か髙

　
克か
つ
ひ
こ彦

�

三
十
一
歳

穗
髙
神
社
　
権
祢
宜

南
安
曇
支
部

　

こ
の
度
、
四
月
一
日
付
で
、
穗
髙
神
社
権

祢
宜
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て

お
り
行
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
自
分
が
神
職
と
し
て
、
奉
職

神
社
、
地
域
の
方
々
、
並
び
に
神
道
界
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
て
貢
献
で
き
ま
す
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
日
々

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
諸
先
輩
方
よ

り
御
指
導
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
二
年
十
二
月
〜

神　

社　

名

本
兼　

職
務

氏　

名

月　

日

支
部
名

昇
級
・
神
職
身
分
特
級

小
野
神
社

宮
司

宇
治
橋　

淳

二・三

松
塩
筑

昇
級
・
神
職
身
分
一
級

穗
髙
神
社

宮
司

穗
髙　

光
雄

三・一

南
安
曇

任
命

治
田
神
社

兼　

宮
司

竹
内　

忠
男

一・一

更
級

神
明
社

兼　

宮
司

名
取　

人
利

一・一

諏
訪

八
幡
神
社

兼　

宮
司

名
取　

人
利

一・一

諏
訪

八
幡
社

兼　

宮
司

三
浦　

善
文

一・一

飯
伊

牛
島
神
社

兼　

宮
司

宮
澤　

和
彦

三・十
九

上
高
井

社
宮
司
社

兼　

宮
司

竜
野　

太
一

四・一

北
佐
久

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

竜
野　

太
一

四・一

北
佐
久

熊
野
社

兼　

宮
司

小
林　

卓
也

四・一

北
佐
久

大
山
祇
社

兼　

宮
司

小
池　
　

睦

四・一

諏
訪

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

林　
　

幸
男

四・一

飯
伊

神
明
社

兼　

宮
司

脇
坂　

憲
治

四・一

飯
伊

若
宮
八
幡
神
社

兼　

宮
司

脇
坂　

憲
治

四・一

飯
伊

熊
野
神
社

兼　

宮
司

脇
坂　

憲
治

四・一

飯
伊

上
栗
八
幡
社

兼　

宮
司

脇
坂　

憲
治

四・一

飯
伊

布
施
田
神
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

信
國
豊
神
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

富
倉
神
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

倉
本
神
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

伊
勢
神
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

冨
滝
神
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

大
川
神
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

旭
神
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

加
保
戸
神
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

三
桜
神
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

諏
訪
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

那
珂
蘇
祢
神
社

兼　

宮
司

宮
本　
　

環

五・一

飯
水

諏
訪
社

兼　

宮
司

遠
山　
　

赳

六・一

飯
伊

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

鷹
野　
　

健

六・一

南
佐
久

神
明
社

兼　

宮
司

金
田　

伸
由

六・十
五

飯
伊

昇
任

諏
訪
護
國
神
社

祢
宜

久
保
田
正
彦

一・一

諏
訪

新
任

床
尾
神
社

宮
司

小
林　
　

寛

一・十
五

松
塩
筑

諏
訪
大
社

権
祢
宜

横
越　

則
久

四・一

諏
訪

穗
髙
神
社

権
祢
宜

穗
髙　

克
彦

四・一

南
安
曇

御
嶽
神
社

権
祢
宜

滝　
　

智
重

六・一

木
曽

御
嶽
神
社

権
祢
宜

平
山
甲
之
介

六・一

木
曽

辞
職

神
明
社

兼　

宮
司

有
賀　

寛
典

十
二・三
十
一

諏
訪

八
幡
神
社

兼　

宮
司

有
賀　

寛
典

十
二・三
十
一

諏
訪

社
宮
司
社

兼　

宮
司

渡
邊　
　

修

三・三
十
一

北
佐
久

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

渡
邊　
　

修

三・三
十
一

北
佐
久

諏
訪
神
社

兼　

宮
司

奥
田　
　

栄

三・三
十
一

飯
伊

神
明
社

兼　

宮
司

奥
田　
　

栄

三・三
十
一

飯
伊

若
宮
八
幡
神
社

兼　

宮
司

金
田　

末
弘

三・三
十
一

飯
伊

熊
野
神
社

兼　

宮
司

金
田　

末
弘

三・三
十
一

飯
伊

上
栗
八
幡
社

兼　

宮
司

金
田　

末
弘

三・三
十
一

飯
伊

信
國
豊
神
社

兼　

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

富
倉
神
社

兼　

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

倉
本
神
社

兼　

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

伊
勢
神
社

兼　

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

冨
滝
神
社

兼　

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

大
川
神
社

兼　

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

旭
神
社

兼　

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

加
保
戸
神
社

兼　

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

三
桜
神
社

兼　

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

諏
訪
社

兼　

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

那
珂
蘇
祢
神
社

兼　

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

諏
訪
社

兼　

宮
司

奥
田　
　

栄

五・三
十
一

飯
伊

退
職

治
田
神
社

宮
司

宮
西　

秀
貴

十
二・三
十
一

更
級

三
嶽
神
社

祢
宜

宇
治
橋
克
彦

二・二
十
八

松
塩
筑

諏
訪
神
社

宮
司

畠
山　

教
夫

三・三
十
一

南
佐
久

神
明
社

宮
司

金
田　

末
弘

三・三
十
一

飯
伊

布
施
田
神
社

宮
司

宮
本　

克
彦

三・三
十
一

飯
水

帰
幽　
謹
ん
で
御
霊
の
安
ら
か
な
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

奉
務
神
社　

職
名

階
位
・
身
分

氏
名

帰
幽
日

支
部
名

戸
隠
神
社
権
祢
宜

正
階
・
三
級

横
倉　

英
起

五・十

上
水
内
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令和３年度長野県神社庁歳入歳出予算書
歳入の部� （単位：円）
款 科　　目 予算額 前年度予算額 比較増減△ 附記説明
1 幣 帛 幣 饌 料 740,000 740,000 0 神社本庁より
2 交 付 金 115,718,000 120,228,000 △4,510,000 本庁交付金
3 負 担 金 34,025,000 33,980,000 45,000 支部負担金、神社負担金、神職負担金、特別寄贈金
4 協 賛 金 6,000,000 6,000,000 0 特別協賛金、寄付金
5 財 産 収 入 500,000 500,000 0 財産利子配当金
6 補 助 金 120,000 120,000 0 神社本庁より参事給与補助金
7 各 種 証 明 料 2,920,000 2,920,000 0 神職任命・登録料、承認料、各種手数料・証明料、階位授与交付金
8 諸 収 入 2,500,000 2,500,000 0 賽物収入、雑収入
9 管 理 費 収 入 600,000 600,000 0 庁舎管理費収入、関係団体管理費収入
10 過 年 度 収 入 200,000 200,000 0
11 繰 越 金 18,677,000 14,212,000 4,465,000

合 計 182,000,000 182,000,000 0
歳出の部� （単位：円）
款 費　　目 予算額 前年度予算額 比較増減△ 附記説明
1 神宮神徳宣揚費交付金 54,874,346 57,019,429 △2,145,083 支部を通じて各神社へ
2 幣 帛 幣 饌 料 8,700,000 8,700,000 0 別表及特別神社、本務・兼務神社、献幣使参向神社、幣饌料供進神社、献幣使・随員旅費等
3 会 議 費 5,200,000 5,400,000 △200,000 会議旅費、諸費
4 庁 務 費 45,160,000 43,914,000 1,246,000 神事費、儀礼費、役員報酬、諸給与及び福利厚生費、需要費
5 負 担 金 27,008,640 29,700,624 △2,691,984 神社本庁へ
6 事 業 費 17,900,000 17,300,000 600,000 大麻関係費、教化部費、庁報発行費、神社振興対策費、職員研修費、東海五県連合会費等
7 研 修 諸 費 200,000 200,000 0 神社庁研修諸費
8 庁 舎 維 持 費 660,000 660,000 0 修繕費、設備費、火災保険費
9 交 付 金 3,400,000 3,400,000 0 神職会、総代会、災害慰藉特別会計各交付金
10 積 立 金 3,500,000 3,500,000 0 基本金積立金、役職員退職積立金、五県連合総会積立金、神道昂揚資金積立金等
11 補 助 金 50,000 50,000 0 時局対策費
12 新庁舎建設調査費 800,000 1,000,000 △200,000 新庁舎建設特別委員会　会議費・調査諸費等
13 予 備 費 14,547,014 11,155,947 3,391,067

合 計 182,000,000 182,000,000 0

令和３年度長野県神社庁災害救助慰藉特別会計歳入歳出予算書
歳入の部� （単位：円）

科　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減△ 附記説明
１ 負 担 金 3,305,000 3,300,000 5,000 支部負担金、神職掛金
２ 災害救助慰藉特別会計交付金 700,000 700,000 0 神社庁、総代会
３ 本 庁 見 舞 金 150,000 150,000 0
４ 雑 収 入 1,000 1,000 0 雑収入
５ 繰 越 金 5,844,000 5,849,000 △5,000

合 計 10,000,000 10,000,000 0
歳出の部� （単位：円）

費　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減△ 附記説明
１ 災 害 慰 藉 費 3,685,000 3,685,000 0 神社災害慰藉費、神社総代慰藉費、神職災害慰藉費
２ 神 職 掛 金 2,105,000 2,100,000 5,000 神職掛金積立金
３ 本庁災害慰藉費 250,000 300,000 △50,000 災害対策資金
４ 運 営 費 60,000 60,000 0 事務費、旅費、雑費
５ 予 備 費 3,900,000 3,855,000 45,000

合 計 10,000,000 10,000,000 0

（133号）神　　　　　州令和３年８月１日（16）
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長野県神社庁
〒380-0801　長野市箱清水1-6-1
電話026-232-3355
FAX026-233-2720
お神礼の授与や神棚のお祓いについては、お近くの神社
にご相談ください。
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